[image: 3_6946_2_40561][image: 06[1]]菊池のおいしい旬の味

の宝島食材をたべよう


きくちさんデー

　　　　　　　　　　　　　　　

ピーマン

７月
「きくちさんデー」では、菊池 (きくち)地区 (ちく)で生産 (せいさん)される旬 (しゅん)の食材 (しょくざい)を紹 (しょう)介 (かい)します。

[image: 菊池市地図ウキ]


[image: ]ピーマンは４月 (がつ)頃 (ごろ)に植 (う)えると、６月 (がつ)から１１月 (がつ)の霜 (しも)が降 (お)りる頃 (ころ)まで長 (なが)く収穫 (しゅうかく)が続 (つづ)く野 (や)菜 (さい)です。カロテンやビタミンＣ、ビタミンＥを多 (おお)く含 (ふく)むため、風邪 (かぜ)予防 (よぼう)や疲労 (ひろう)の回復 (かいふく)、肌 (はだ)荒 (あ)れなどにも効果 (こうか)があるといわれています。
菊池市 (きくちし)旭志 (きょくし)の西口 (にしぐち)さんの畑 (はたけ)では、ニューエースという品種 (ひんしゅ)のピーマンの他 (ほか)、苦 (にが)みが少ない「こどもピーマン」がたくさん作 (つく)られていました。





　　



[image: ][image: ]枝 (えだ)をひもで引 (ひ)っ張 (ぱ)って、枝 (えだ)の間 (あいだ)を広 (ひろ)げることで、太陽 (たいよう)の光 (ひかり)が枝 (えだ)全体 (ぜんたい)に届 (とど)くようになります。これがたくさんの実 (み)がなるコツです。

太陽 (たいよう)の光 (ひかり)




[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]ピーマンの花 (はな)は、白色 (しろいろ)です。とても小 (ちい)さい花 (はな)ですが、大 (おお)きな実 (み)に育 (そだ)っていきます。
西口 (にしぐち)さんは、『ステビア』というハーブから肥料 (ひりょう)を作 (つく)ってピーマンに与 (あた)えておられました。これで苦 (にが)みが少 (すく)なくなるそうです。
＜もんだい＞
いちごはどこから食 (た)べると
良 (よ)いでしょう？
クイズにちょうせん！
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